
 
 

 
 
 

 
 

「あいさつ」は簡単だけど難しい、そして素晴らしい 
                                                            校長 武田 靖宏   

  

１０月３１日の学習発表会には、たくさんの保護者・地域の方にご来校いただき、ありがとうご

ざいました。子どもたちの緊張した姿、練習の成果を出し切ろうとする様子、仲間と協力し合う態

度などをご覧いただけたと思います。当日だけでなく、これまでの練習の様子も含めて、子どもた

ち一人一人が大きく成長したと思います。この成長をこれからの学校生活でぜひ生かしていきたい

と思います。 

 

さて、本校の２学期の目標は「いつも さきに あいさつをしよう」

です。保護者や地域の方々は、本校の子どもたちの挨拶をどうお感じで

しょうか。 

私は朝、学校近くの交差点で見守り活動をしています。本校の子ども

はもちろん、中高生、大人の方にもお会いし、できるだけ挨拶をしてい

ます。その中で、「挨拶は意外と難しいな」と感じることがあります。

それは、知らない方への挨拶です。知らない方に「おはようございま

す」と声を掛けるのは勇気がいりますし、挨拶された側も、戸惑うこと

もあるようです。中には、自分が挨拶されたと気付かずに、素通りされ

る方もいます。 

逆に、「挨拶はやはり素晴らしいな」と感じることもあります。それ

は、目と目が合って挨拶を交わせたとき、にっこり笑顔で挨拶が返っ

てきたとき、本校の児童が地域の方に「おはようございます」と挨拶し

ている場面を見たときなどです。中高生も、さわやかに挨拶を返して

くれて感心します。 

「いつも さきに あいさつをしよう」はレベルの高い目標かもし

れません。それでも、これを目標にするのは、挨拶がコミュニケーショ

ンの第１歩として、とても大切だからです。子どもたちが挨拶を通し

て、五条っ子の一員としての自覚、地域の一員としての意識を高めて

ほしい思います。保護者・地域の方々には、今まで同様、本校の子ども

たちに挨拶の声掛けをしていただきたいですし、子どもから先に挨拶

してきたら、ぜひ褒めてあげてください。学校でも引き続き挨拶の指

導を続けていきます。どうぞよろしくお願いします。 
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旭川市立東五条小学校 学校だより 令和８年１１月

 

日 

１０月３１日（土）学習発表会を行いました。これまで学習してき
た成果を発揮する場です。学習発表会に向けて、仲間とアイディアを
出し合ったり、助け合ったりしながら練習に取り組んできました。本
番では、不安や緊張、拍手を送られる喜びなどたくさん心が動いた時
間になったと思います。 
足をお運びくださった保護者の皆様、地域の皆様、本当にありがと
うございました。 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

  

10月３１日（土） 学習発表会を行いました！ 

【テーマ】 楽しく 仲間と協力して  

思い出に残る学習発表会にしよう 

PTAによる 五条っ子イベント開催！ 
 今学期最後の参観日となります。お子さ
んの学校での様子や頑張りをぜひ見てく
ださい。お待ちしています。 
なお、今回はブロック（低・中・高）ご
との参観となります。また、授業後は懇談
を予定しています。 

24日（火）5校時  
⇒１・2年生 参観日 

25日（水）5校時 
  ⇒３・４年生 

みつば学級 参観日 
2６日（木）5校時  
    ⇒５・６年生 参観日 
         
 
 

今年も、子どもたちに楽しい時間をという願いの
もと、PTA 特別事業部、執行部の役員さんが中心
となり、10月 3日（土）に、五条っ子イベントが
行われました。 
吹奏楽クラブによる演奏で始まり、縁日では、６
つの出店があり、子どもたちはお祭り気分を存分に
味わっていました。また、「G-１!グランプリ」では、
子どもたちの素晴らしい発表で会場が盛り上がり
ました。 
参加してくださった保 
護者の皆様、準備してく 
ださった役員の皆様、あ 
りがとうございました。 
 

 

 

11月 参観日のお知らせ 

写真は，児童公開日に撮影したものです 

 最近、本校で LINE等の SNS を巡るトラブルが増えてきました。「グループを作る際の混乱」
「文字による行き違いから相手を傷つけてしまう」など、身近なところで悩んでいたり、不安を
感じていたりする様子があります。文字だけのやり取りは誤解を生みやすく、軽い気持ちの一言
が相手を深く傷つけてしまったり、逆に、傷つけられてしまったりと、「加害側」「被害側」のどち
らにもなりうる可能性があります。また、一度送信した言葉や画像は、取り消すことができない
という大きな危険も潜んでいます。 
 お子さんにスマホを持たせる際には、同時にその安全を見守る大人の責任も生まれます。お子
さんの安全のために、今一度、ご家庭で次の点について確認をお願いします。 
〇ご家庭でのルールづくりと、定期的なお子さんの使用状況の確認 
〇「相手の気持ちを考えた言葉選び」「一度書いたら消せない危険性」の指導と共有 

 学校においても、情報モラル教育の充実や日々の指導を重ねていきます。 
ご理解とご協力をお願いします。 

お子さんの安全のために、ご家庭で確認をお願いします！ 


